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　皆様お元気で新しい年を迎えられたことと存じます。院長の宮田
剛です。日頃より岩手県立中央病院の運営にご協力いただきありが
とうございます。昨年はコロナ禍のために心の平穏が得られにくい
年でしたが、令和４年を迎えるに当たり、気持ちも新たにご挨拶を
申し上げます。
　岩手県の医療を取り巻く環境は、他県に比して高齢化、人口減少
の速度が速く、医師の充足度が低いなどの医療資源不足が指摘され
ています。岩手県の保健医療計画でも、この不足分を保健・医療・
介護・福祉の連携を一層深めることで立ち向かうことが示され、県
民一人ひとりの「自らの健康は自分で守る」という意識と実践を掲
げています。震災を乗り越えてきた協力的で粘り強く穏やかな県民
性によってこれは実現可能と確信しております。
　達増知事が震災から 10 年の節目に掲げた目標は、『幸福を守り育
てる希望郷いわて』です。東京などにはない地方の力、地方の幸せ
は、このコロナ禍でも見直されたのではないでしょうか。広い県土
は、現在高速道路の開通や通信技術の急激な普及で、不便さは大幅
に解消され、むしろ豊かな自然をプラスの要素として捉える見方も
強くなっているかもしれません。医療においても人的応援だけでな
く、コロナ禍で急速に普及した基幹病院と地域病院との情報交換手
段を活用しながら実質的な均てん化が図られてきています。
　その中で当院も、関連医療機関や福祉施設との連携を強め、患者
様をお引き受けして先進的医療を提供後は、慢性期医療機関へ早期
にバトンタッチすることで、在宅へスムーズに移行できるような連
携方針も維持していきたいと思います。他地域に比較しても医療連
携がとてもうまく機能している当地で、必要な時に必要な医療を、
必要な施設が提供すべく、これからも院内外のチームワーク良く連
携していきたいと思います。
　昨今では、働き手人口の減少のために、医療現場であっても働き
方改革が求められてきています。院内での業務改善で効率を上げ、
関連する皆様にもご協力を頂きながら、健全な運営ができるよう努
力してまいります。
　今年は、透析室を拡張し、急性期医療に欠かせない血液浄化療法
の力を強化しました。昨年増設された救急病棟、ハイブリッド手術
室とともに当院が果たすべき救急医療や高度医療の役割を果たし、
「中央病院に行けばなんとかしてくれる」という期待に応えられる
よう努めてまいります。今年もどうぞよろしくお願いいたします。

令和４年の年頭所感
　　　　　　　　　院長　宮田　剛
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コロナ禍における地域連携
         
　　　　　　　　　　　　　副院長　兼　地域医療福祉連携室長　菊池　貴彦

　新年明けましておめでとうございます。平素より岩手県立中央病院の地域連携にご協力いただき感謝申し
上げます。
　当院は県立のセンター病院としてがん診療を始めとした高度医療を受け持つとともに、救急病院として盛
岡医療圏の救急車のおよそ半分を引き受けています。一昨年からの新型コロナウイルス感染症診療において
は、県内各医療圏から人工呼吸器や体外式人工心肺装置（ECMO）が必要な重症患者さんをお引き受けする
役目を果たして参りました。
　当院ではコロナの患者さんは重症専門病棟（HCU）に入院となります。それに伴いHCUはコロナ患者さ
ん専用となるため、他の疾患の重症者は一般病棟に診ることになり、HCUのみならず一般病棟の負担も増
えます。また救急外来では救急搬送されて来られる患者さんがコロナに感染している可能性もあることから、
感染対策のため検査や治療に平常よりも時間や手間がかかります。（ちなみにコロナ流行期の受診控えが問
題となっていますが、当院の救急車搬入台数はほとんど変わっていません）。このようにコロナ流行期には
様々な部署の業務量が増え、人手が必要となります。そのため急を要しない検査や手術を一時期制限せざる
を得ず、地域連携の入口を狭めることとなりました。患者さんならびに連携医療機関の皆様には大変ご迷惑
をお掛けいたしました。その一方で、当院の入院患者さんの平均在院日数や転院数などは例年と変化無く、
連携医療機関各位のご協力によりスムーズな転院のお引き受けをしていただいております。心より感謝申し
上げます。
　コロナ禍を契機として地域連携の形も変化しております。流行期にはオンラインでカンファランスを随時
開催し、コロナ診療に携わる県内医療機関の先生方と、当院の集中治療、呼吸器、放射線などの専門医との
意見交換や転院の調整などを行いました。また例年は連携いただいている病院や介護福祉事業所を訪問して、
直接皆様のご意見を伺って参りましたが、昨年はオンライン面談とさせていただきました。ICT の活用によ
り非常に便利で効率的になったと思う一方、直接お会いして意見交換できる状況の大切さ、ありがたさも強
く感じた次第です。
　今後もしばらく続くと思われるコロナ禍において、当院が救急やがん診療などの高度医療を継続して行く
ためには、地域の医療・介護に携わる皆様との連携・役割分担と、県民の皆様のご理解が欠かせません。今
まで以上に丁寧な地域連携を心掛けて参りますので、本年も中央病院地域医療福祉連携室をよろしくお願い
申し上げます。
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○はじめに
　JCEP は NPO 法人卒後臨床研修評価機構の略称であり、国民に対する医療の質の改善と向上をめざすため、臨床研修病院
における研修プログラムの評価や人材育成等を行い、公益の増進に寄与することを目的としています。当院では、平成２
１年４月１日初回認定を受け、平成２５年４月および平成２９年４月に４年ごとの更新認定を受けています。調査は書面
調査（２年に１回）と訪問調査（４年に１回）からなります。令和２年は更新の年度にあたり、更新認定の受審をしたの
で報告いたします。
○受審に向けた準備
　書面調査では、病院施設の概要や研修設備の状況、研修プログラムおよび活動に関するデータ、さらに評価項目の自己
評価票について審査を受けます。訪問調査では、提出された書面調査の結果を受けて、複数の訪問調査者（サーベイヤー）
による評価判定・訪問調査が行われます。調査日の５週間前までに書面調査書類を提出し、当日はサーベイヤー数名によ
る書類調査・面接・院内ラウンド・インタビュー等が行われます。今回、当院は令和 3年２月２日の受審を希望しました。
令和２年１２月９日、医療研修部で１回目の打ち合わせを行い、研修内容の現況の確認と事前の自己評価について検討し
ました。書面調査書類は、臨床研修担当事務に作成していただきました。令和３年１月中旬、一部都道府県を対象とした
緊急事態宣言のコロナ禍中であることから延期の申し入れを行い、サーベイヤーには１４日間の健康観察を提出していた
だくこととして、３月１６日に受審が決まりました。令和３年１月下旬、調査当日の対応者向けの説明会を実施しました。
○訪問調査日当日の対応（令和３年３月１６日、受審票参照）

JCEP を受審して
　　　　　医療研修部長　池端　敦

　書類確認には、臨床研修担当事務と私が立会いました。合同面接調査には、院長、
事務局長、看護部長、業務企画室長、医療安全管理専門員、感染管理認定看護師、
臨床研修担当事務とともに出席しました。関係部署訪問では、研修医室、シミュ
レーショントレーニングルーム、図書室、医療情報管理室、総合診療科外来、医
療相談室、当直室、解剖室が対象となりました。インタビューは、乳腺・内分泌
外科及び血液内科の指導医や各、研修医、看護師長、臨床検査技師長、救急医療
部長にお願いしました。
○受審結果（認定証参照）
　受審の結果は 4 年間の認定継続と評価され、令和３年４月 20 日に認定証およ
び調査結果報告書が届きました。評価内容をみると、直接評価の対象となる２７
項目中、適切１１項目、要検討１６項目、要改善なしという厳しい内容でした。
実は、2020 年度より臨床研修の到達目標、方略および評価が改訂され、平成 17
年公表の「新医師臨床研修制度における指導ガイドライン」も見直され、「医師
臨床研修ガイドライン -２０２０年度版 -」が策定されていました。今回、旧ガ
イドラインに基づいた研修プログラム冊子のまま訪問調査を受けた結果と考えら
れ、深く反省しました。
○受審後の対応
　指導医・指導者や研修医の服務規程、修了基準、未修了者・中断者への対応、
指導者による評価票の追加改訂、辞令や修了証の見直し、研修医代表や医師以外
の有識者の研修管理委員会への参加など指摘された項目について直ちに改訂作業
を行い、研修プログラム冊子を「ガイドライン -２０２０年度版 -」に基づいた
内容に改めました。令和３年６月２８日、今年度第１回研修管理員会において改
訂案は了承されました。指導医・指導者間における相互の評価体制、インシデン
トレポート作成の推進、研修医の多職種チーム医療への参加体制などについては、
改善に向けて現在作業を進めています。
○JCEP 受審を振り返って
　JCEP 受審を経験して感じたことは、事前の準備、当日の訪問調査、事後の改
善作業のすべての過程が重要であり、その結果としてガイドラインに基づいた質
の高い研修体制に改善されていくということです。実際に、私自身は受審を経験
して臨床研修に関する様々なことが理解できました。今後もより良い研修体制を
目指して精進させていただきます。今回、多くの皆様のご協力により、無事訪問
調査を終えることができました。誠にありがとうございました。

Iwate prefectural Central HospitalIwate prefectural Central Hospital
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令和 2年度に研修を修了した先生方と

　岩手県立中央病院臨床工学技術科は現在、17 名の臨床工学技士が
勤務しております。
　臨床工学技士という職種はあまり聞きなれないかと存じますので
簡単にではございますが臨床工学技士の紹介を致します。臨床工学
技士は 1987 年に制定された国家資格で医師の指示の下に、生命維
持管理装置の操作及び保守点検を行う事を業とする医療機器の専門
医療職種です。院内では医師をはじめ、看護師、放射線技師等と共
に医療機器を用いたチーム医療の一端を担っております。また医療
系国家資格の中で唯一、業務指針に” 保守点検” という文言がある
ことから「いのちのエンジニア」とも呼ばれています。現在、全国

輸液ポンプ修理中 ICU での補助循環装置管理
Impella（インペラ）、ECMO( エクモ )

植込み型補助人工心臓外来 (VAD外来 )

体外式ペースメーカ点検中

には約 25,000 名、岩手県には約 200 名、岩手県立病院には 11 施設に計 58 名の臨床工学技士が勤務しています。
続いて具体的な業務内容について紹介致します。
1. 医療機器保守管理
　約 3,000 台の医療機器を管理しており、年間の保守点検は約 29,000 件 (79 件 / 日 ) に及びます。当院は 24 時間体制で臨
床工学技士が常勤しておりますので、病棟等での機器トラブル対応や、急遽不慣れな医療機器を使用する際のサポート等
も時間帯を問わず迅速に対応しています。
2. 臨床業務
　①手術室：心臓外科手術、脳神経外科手術、TAVI、乳腺内分泌外科手術など
　②ICU/HCU：人工呼吸管理、補助循環装置、血液浄化療法など
　③血管撮影室：心血管カテーテル、脳血管カテーテル、不整脈治療、不整脈デバイスなど
　④病棟：人工呼吸管理、各種医療機器管理など
　⑤外来：不整脈デバイス外来、植込み型補助人工心臓外来 (VAD外来 ) など
　⑥透析室：血液透析、各種血液浄化療法など
　いずれの業務も臨床工学技士単独で行うことはできませんので、診療科や看護師、放射線技師等の関連職種と連携と取
りながら業務を行います。最近のトピックスとして経カテーテル大動脈弁置換術 (TAVI)、Covid19 に対する ECMO治療に
も臨床工学技士が従事しております。関連診療科も年々増加しており脳神経外科、乳腺内分泌外科等の手術中の医療機器
操作も行っております。さらに当院は植込み型補助人工心臓実施施設 ( 岩手県では当院のみ、全国 47 施設 ) であり、植込
み手術や患者、家族への機器トレーニング、外来等にも臨床工学技士が従事しております。
　以上簡単ではございますが臨床工学技士の紹介をさせていただきました。院内にはさまざまな職種がございます。どの
職種も安全で適切な医療を提供できるよう日々尽力しております。同様に臨床工学技士もチーム医療の一員として安全で
適切な医療の提供に寄与したいと考えております。
岩手県立病院に勤務する臨床工学技士のユニフォームはえんじ色です。院内で見かけた際はお気軽にお声掛け下さい。

臨床工学技術科の紹介　～いのちのエンジニア～
臨床工学技術科　主査　高山　秀和
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編 集 後 記

　当院の新型コロナウイ
ルス感染症対策として、
来院時に体温計測を実施し
、マスクの着用、手指消毒
をお願いしております。
ご不便をおかけいたします
がご協力のほどよろしくお
願いいたします。
　　

医療の下支えをする臨床心理科の紹介
　　　　　　　　　　　　　臨床心理科　特任公認心理師　長尾　佐智
　中央病院では、正規心理職が 4 年前に配置されています。私で３代目、今年度から 2 名体制です。さらに 10 月、新しく
９Fに心理検査室が準備できました。
　心理師は、2017 年９月国家資格になり、これまでの民間資格「臨床心理士」と「国家資格：公認心理師」の資格で働い
ています。心理職の仕事は、①心理状態の観察と分析する心理検査　②心理的な相談援助するカウンセリング　③心理に関
する支援関係者相談のコンサルテーション　④心の健康に関す
る情報提供が、主な業務です。
　当院では、診療科や職種問わず、心理に関するコンサルテー
ションに対応しています。代表的業務は、小児科の発達検査と
合理的配慮の支援、併せて周産期ケアの妊産婦支援。精神科は、
入院中のリエゾン（橋渡し）、身体疾患をもつ方への心理的介入。
生体腎移植ドナーの意思決定支援とカウンセリング、透析治療
や化学治療中の心理的ケア等です。脳血管疾患の手術前後の高
次脳機能評価にも携わっています。最近は、検査や手術、治療
の不安に対してリラクゼーションの援助もしています。当院心
理師は、医療の下支えをする為、専門知識と技能を提供します。

　新年を迎えまして今年のコロナ禍はどうなるかと思っていましたら、オミクロン株の流行です。例年にない豪雪寒波と

相まって、経済への影響が尋常ではなくなっている厳しい状況ですが、いかがお過ごしでしょうか。さて、話しは変わり

ますが、今年の干支は「壬寅（みずのえとら）」です。十二支の中では、寅は毛皮の縞模様から夜空に輝く星と考えられた

存在でした。「決断力」と「才知」の象徴として古来より縁起物と言われてきた様です。「壬」と「寅」は水生木の相生と

呼ばれる組み合わせで、水が草木を育み水がなければ木は枯れてしまう、つまり壬と寅が補完し合って強化し合うという
意味があるそうです。そして春の胎動が大きく花開くために地道な自分磨きを行い、実

力を養っていく必要があるということに繋がっていきます。なんとか「壬寅」にあやかっ

て、地道に養生努力していれば実は宿るという年にしていきたいものですね。そうはいっ

てもなかなか厳しい状況がしばらく続きそうです。油断することなく対策をしっかり

練って、なんとか乗り切っていきたいものです。今年もよろしくお願いも申し上げます。




